
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

３．１１震災時に発生した弊社西地区出荷設備等の火災により、これに隣接す

る低温ＬＰＧタンクへの延焼の虞れがあったため、地域の皆様に避難していただ

きましたこと、改めてお詫び申し上げます。 

その後、弊社で震災時の対応について検証を進めておりましたところ、今般、

お願いいたしました避難の範囲の計算方法に誤りがあったことが判明いたしまし

た。 

当時、低温ＬＰＧタンクから２ｋｍ圏内にお住まいの皆様に避難をお願いいた

しましたが、法令に基づいて正しく計算したところ、万一の場合に爆風圧の影響

が出る範囲は、低温ＬＰＧタンクから２００ｍ圏内でありました。 

これは、延焼中の一刻を争う状況下、十分な検証ができないまま、範囲を誤っ

て算定してしまったものであり、重ねて心からお詫び申し上げます。 

当時、避難を余儀なくされた地域の皆様におかれましては、「２ｋｍ圏内からの

避難」が強く印象に残っていらっしゃると存じます。つきましては、避難範囲の

計算間違いを慎んで改めさせていただきます。 

また、弊社施設と地域の皆様の住居や公共施設との間には、法令で定める保安

距離（可燃性ガスが漏洩し、空気と混合して爆発したとき、爆風圧が人体に影響

を与えない距離として規定されています）が保たれておりますが、万万が一の場

合を想定し、気象条件による煙や熱などの影響について、いろいろな角度から検

証し、より安心いただける範囲のあるべき姿を検討してまいります。 

弊社の計算の誤りに起因し、大変なご迷惑をおかけしましたが、今後も安全安

定操業を第一に掲げ、地域の皆様に安心をお届けし続けられるよう努めてまいり

ます。 

 

 

東地区に本設化したタンクローリー

出荷設備の増強工事をおこなっており

ましたが、１０月末に全ての工事が終

了し、燃料油積場３６レーン、アスフ

ァルト積場４レーン、ＬＰＧ積場１２

レーンが完成しました。 

これにより、石油製品の更なる安定

供給が可能となりました。仙 台 製 油 所

は 、 東 北 地 方 唯 一 の 製 油 所 と し て 、

石 油 製 品 の 生 産 ・ 供 給 を 通 じ 、 宮 城

県 は も と よ り 、 東 北 地 方 全 体 の 復 興

に 貢 献 し て ま い り ま す 。  

 

 

 弊社では、ＣＯ２の削減に大きく寄与する森林の  

保全活動を全国でおこなっています。   

仙台製油所では、２００６年から宮城県民の森に 

隣接する「ＥＮＥＯＳの森」で活動をおこなってき  

ましたが、5 年が経過した昨年、宮城県との間で「森     

の命名権」を更新しました。 

今年も多くの従業員が参

加して、下草刈や植樹、遊歩道の整備などをおこない 

ました。今後も継続して森林の保全活動をおこなって 

まいります。   
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3.11 震災時における当社西地区火災による タンクローリー出荷設備完成 
地域の皆様の避難範囲について（お詫び）

「ＥＮＥＯＳの森」森林保全活動再開 

本紙に関するお問合せは、仙台製油所地域交流室 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-330-201

http://www.noe.jx/

